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日本のネットゼロ
シナリオの多様性
日本ではすでに多くのネットゼロのシナリオがある

この多様性をどのように社会・ビジネス・政策でどのように活用すべきか
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暫定的なとりまとめのため解釈には注意が必要

本一覧は包括的なものではなく漏れもありうる、
表記も完全でないものもある

進行中のプロジェクトは除外
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日本の2050年
ネットゼロ
シナリオ



多様性の例：
IPCC第6次評価報告書の日本のネットゼロシナリオ 4
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多様性の例：
IPCC第6次評価報告書の日本のネットゼロシナリオ 5

経済規模の想定は
大きく異なる

電化が脱炭素の主役
であることは共通

CCSへの依存度は大きく異なる
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日本の学術的定量シナリオ：モデル相互比較プロジェクト
Japan Model Intercomparison Project (JMIP) 2 6

CO2排出削減
2030年46%
2050年100%

電力ミックス

- 電力需要の総量は異なる

- 太陽光・風力発電が主で
あることは共通

- 導入量は異なるが
火力発電は必要
（電力の需給調整用）

化石燃料＋CCS
水素（アンモニア）
バイオマス

Sugiyama, Fujimori, Wada, Kato, 
Komiyama, Matsuo, Nishiura, 
Oshiro, Otsuki (2022) 
(IAMC poster presentation)
をもとに一部改変

技術の進展見通しが重要



シナリオ分析の位置づけと目的

• 様々な可能性を考慮
- 新技術，コストダウン・スケールアップ，環境負荷（LCA）
- 社会の方向性，経済規模
- 国際地政学

• 継続的なアップデート

• 単なる分析では無意味．未来へのアクションにつなげる．

シナリオ分析 ≠未来予測

＝未来へのビジョンを議論するための対話ツール

≠一方的なメッセージ



日本のカーボンニュートラル関連シナリオは
もっと多様

シナリオの分類軸

• 空間解像度 ：世界／国／都市

• 目的 ：政策立案 ／ビジネス戦略・情報開示／自治体計画

• テーマ ：エネルギー／交通／生物多様性

• 市民参加 ：参加型／非参加型

• 将来の捉え方：バックキャスティング（規範的）／

   フォアキャスティング（探索的）

• 定量性 ：定量（モデル分析と接続）／定性
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シナリオの多様性：
目的に戻ってその意義を考える
• シナリオは複雑で不確実な問題を考える

（経済学的）分析・（経営学的）計画
ツール
• 不確実性の表現はシナリオの肝

• 一方、多過ぎるシナリオは情報過多

• シナリオを政策や社会に接合するには
メタ分析や整理が必要？

• 一方で現実社会はダイナミックに動き
（ロシアのウクライナ侵攻、中東紛争、
生成AIブームなど）、シナリオが現実に
追いつくか
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「カーボンニュートラル移行の
加速に向けた総合知に基づく
社会シナリオ」プロジェクト
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本研究プロジェクトの紹介：背景・目的

• 研究の背景
• パリ協定，1.5℃目標，TCFD，脱炭素先行地域

→ カーボンニュートラル（CN）社会の具体像を描くシナリオ分析への期待

• 既存のシナリオ研究の課題
• ①CN到達への加速戦略との乖離 ②総合知の未活用 ③CNと他のSDGsとの連関分析不足

• 研究の目的
• 明るく豊かな未来像を描く複数の定性的シナリオ・ナラティブを総合知的アプローチを用いて開発し，

統合評価モデル等による定量的シナリオを開発する．
• 社会技術分析とシナリオ分析の統合により，
社会的障壁と不確実性に対して頑健な社会戦略・政策ミックスを明らかにする．

• また、ライフサイクル思考に基づいた副次的便益や影響も明らかにする．
• 社会シナリオ創出と関連分析を通じて，CN移行の加速度的対応の知的基盤構築に貢献する．

経済産業省（2020）2050年カーボンニュートラ
ルに伴うグリーン成長戦略Sugiyama et al. (2021)

総合科学技術・イノベーション会議有識者議員懇談会（2021）
総合知を戦略的に推進する方策（総合知戦略）の検討について
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本研究プロジェクトの紹介：グループ構成 12
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